
“子どもたちによる 子どもたちのためのジャズフェス” 

八丈島ＪＡＺＺフェスティバル2017開催決定‼ ８月20日 

 
第９１回あびの実高校生以下ご招待公演 10/7  
三根小体育館・10月７日(土）午後７時開演 ルドルフとイッパイアッテナ 人形劇団 ポポロ  

映画化され、教科書にも載っているお話“ルドルフとイッパイアッテナ”。変幻自在な舞台と生演奏で、楽しさいっぱ

いの人形劇として八丈島にやってきます。 

 主人公は子ねこのルドルフ。ある日、ひょんなことで乗ったトラックで東京へと運ばれてしまいます。そこで出会った

のがボスねこのイッパイアッテナ。イッパイアッテナは賢くてあることができます。そして２匹であるところへ出入りし

てどんどん賢くなるのです。 

 今回は各地の文庫連絡会のご協力で、公演に先立って本の読み聞かせをしていただく 

ことになりました。劇のお話を知っていれば，舞台はもっと楽しく、もっと味わい深く 

鑑賞できます。さらに、読み聞かせの心地よさ、本を読む楽しさを味わえます。さらに 

さらに、何と今回は高校生以下無料ご招待！！  まずは、ご自分の地域の文庫連絡会 

に参加し、そして、ご一家で、デートをかねて、たまの息抜きに、人形劇をご堪能くだ 

さい。高校生以上で会員でない方は会員券が必要です。 お問い合わせは下記まで。 

        ２-４０８４ または ０９０－５８１７－３２６６ 
 

                                      

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

２０１７年 ８ 月 ８ 日 
 

 

 

 
 

＜子どもたちによるジャズフェス＞「自分たちが“楽しい”と感じたこ

とや培ってきたノウハウを後輩たちに伝え、ふるさと八丈の未来のため

にもこのイベントを残したい。」という地元の子どもたちの想いやアイデ

ィアがふんだんに盛り込まれています。 

＜子どもたちのためのジャズフェス＞音楽業界の第一線で活躍してい

るミュージシャンを八丈島に招き、間近で“本物”に触れる機会を子ど

もたちに提供します。 

＜なぜジャズなのか…＞ジャズは、コード進行というルールの基で、演

奏者の自由な発想によって彩られるアドリブの世界です。また、同じ曲でも演奏者によってカラーが異なり、そこにジ

ャズの魅力があります。「これぞジャズだ‼」そんなことを伝えたいわけではありません。子どもたちを“型”にはめる

のではなく、一人一人の個性を尊重しつつも一つの舞台を創り上げる喜びを参加者(出演者、来場者、スタッフ)のみな

さんと分かち合いたいのです。 

 八丈島ＪＡＺＺフェスティバルは、実行委員の大人たちだけでなく、地元の子どもたちと共に創り上げるイベントで

す。この趣旨に賛同してくださるボランティアスタッフをはじめ協賛企業等からの支援のお陰で、今年５回目の開催を

迎えることができました。また、大人たちが運営するプロステージの入場料は、地元の子どもたちが一流のミュージシ

ャンと共演するための費用として活用させていただいています。つまり、このイベントに足を運んでくださるお客様も

支援者のお一人なのです。 

 今年は、地元の子どもたちによる演奏と一流のミュージシャンによる演奏を、

一日でお楽しみいただけます。各ステージの合間には、フードとドリンクの販売

もございます。お誘いあわせの上、一人でも多くの方々のご来場を心よりお待ち

しております。 
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№
１４ 

◆ 

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
空
梅
雨
の
よ
う
で
、
畑
の
作
物
を
見
な
が
ら
雨 

よ
降
れ
降
れ
と
天
を
仰
い
だ
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
と
思
う
。
そ
ん
な
梅
雨
も
明
け
て

く
れ
た
。
島
の
醍
醐
味
、
夏
の
陣
だ
。 

◆ 
島
の
夏
は
「
夏
祭
り
」
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
。
気
持
ち
が
陽
気
な
島
ん
ち
ゅ
ー
は
祭
り
が
大
好
き
だ
。
会
場
は
連
日
大
賑
わ
い
。

出
店
が
減
っ
た
と
嘆
く
人
が
い
た
が
、
財
布
が
豊
か
だ
っ
た
ら
何
で
も
飲
ん
だ
り
食
べ

た
り
し
放
題
だ
。
そ
の
上
、
幼
児
か
ら
チ
ョ
ッ
と
前
ま
で
女
童
と
言
わ
れ
た
人
な
ど
、

島
の
芸
達
者
の
皆
さ
ん
と
プ
ロ
の
方
々
の
舞
台
も
見
逃
せ
な
い
。 
◆ 

４
５
回
も
続

い
て
き
た
島
の
大
き
な
風
物
詩
だ
。
今
年
は
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ
た
と
か
。
あ

る
大
物
歌
手
を
招
い
た
た
め
、
子
ど
も
に
人
気
の
ゴ
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
が
予
算
的
に

出
来
な
く
な
っ
た
の
だ
と
か
。
そ
こ
で
若
手
実
行
委
員
が
「
そ
れ
な
ら
自
前
で
！
」
と

発
奮
。
そ
れ
も
中
学
生
ゴ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
登
場
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
粋
な
計
ら
い
、

商
工
会
若
手
の
皆
さ
ん
に
拍
手
！
。
新
た
な
発
想
こ
そ
、
地
域
ぐ
る
み
の
島
の
祭
り
と

い
え
る
。 

◆ 

夏
祭
り
の
あ
と
は
盆
踊
り
。
私
も
自
地
域
で
企
画
に
参
加
し
て
い
る

が
、
各
地
区
の
ひ
と
工
夫
も
ふ
た
工
夫
も
さ
れ
た
出
し
物
の
違
い
が
面
白
い
。
地
区
の

皆
さ
ん
の
取
り
組
み
も
参
加
者
も
年
々
盛
ん
だ
と
い
う
。
盆
踊
り
は
地
域
が
ま
と
ま
る

盆
行
事
と
い
う
気
が
す
る
か
ら
な
ん
と
も
嬉
し
い
。
久
し
ぶ
り
に
帰
省
さ
れ
た
方
、
観

光
客
も
含
め
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
盆
踊
り
だ
。 

◆ 

わ
が
文
化
協
会
も
負
け

て
い
ら
れ
な
い
。
夏
休
み
最
初
の
日
曜
日
、
今
年
初
め
て
の
企
画
「
八
丈
小
島
で
遊
ん

じ
ゃ
お
う
！
体
験
ツ
ア
ー
」
を
自
然
っ
子
ク
ラ
ブ
と
の
共
催
で
実
施
し
た
。
事
前
に
自

然
体
験
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
７
０
人
の
子
ど
も
と
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
し
、
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
子
ど
も
達
に
大
き
な
自
然
体
験
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
き
た
と
思
う
。 

◆ 

８
月
２
０
日
は
恒
例
の
第
５
回
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
フ
ェ
ス
を
お
じ
ゃ
れ
ホ
ー
ル
で
開
催

す
る
。
乞
う
期
待
の
内
容
だ
。
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
フ
ェ
ス
は
開
催
運
営
に
多
く
の
中
高
生
が
関

わ
り
、
独
自
の
提
案
を
行
い
な
が
ら
、
イ
ベ
ン
ト
に
ひ
と
味
も
ふ
た
味
も
色
を
添
え
て

く
れ
て
い
る
。
見
逃
し
た
ら
損
で
す
よ
と
だ
け
言
っ
て
お
こ
う
。 

◆ 

９
月
早
々
に

は
第
７
８
回
八
丈
島
民
大
学
講
座
が
信
用
組
合
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る
。
時
々
の
話
題
を

易
し
く
か
つ
鋭
く
講
義
を
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
も
見
逃
せ
な
い
。 

◆ 

さ
て
こ
の
１

～
２
年
、
協
会
に
「
八
丈
で
舞
台
公
演
し
た
い
が
・
・
・
」
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
何

件
も
あ
る
。
立
派
な
ホ
ー
ル
と
豊
か
な
自
然
と
人
間
性
の
お
陰
で
は
と
喜
ん
で
い
る
。

都
内
に
打
合
せ
に
出
か
け
る
こ
と
も
あ
る
。
先
方
か
ら
来
島
し
て
公
演
し
て
く
れ
る
と

い
う
貴
重
な
お
客
様
だ
が
、
島
の
皆
さ
ん
が
１
回
で
も
多
く
舞
台
公
演
が
み
ら
れ
る
よ

う
に
、
受
け
入
れ
体
制
に
大
い
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
猛
暑
を
頑
張
る
多
忙
な
協

会
の
夏
だ
。 
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内
山
江
差
夫
） 
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[日付] 8月20日(日)    [会場]八丈町多目的ホール「おじゃれ」 

【アマチュアステージ】 12:30開場／13:00開演    [入場]無料 

[出演]八丈ジュニアアンサンブル(小学生有志)、富士中吹奏楽部、三原中音楽部、大賀郷中音楽部、社会人吹奏楽団 

[ゲスト]佐野 聡(Tb)、米田裕也(Sax)、高橋ゲタ夫(B)、高橋 徹(Dr)、中島 徹(Pf) 

【プロステージ】 18:30開場／19:00開演 

[出演]ＨＡＣＨＩＪＯ ｉｎ Ｄ５ 

佐野 聡(Tb)、米田裕也(Sax)、高橋ゲタ夫(B)、高橋 徹(Dr)、中島 徹(Pf) 

[入場]前売一般1,800円／学生(高校生以下)1,000円／親子ペア券2,000円 

当日一般2,000円 

８月～１０月のイベント（協会主催・後援・加盟団体主催等） 
 

協会の主催・後援イベントや加盟団体の活動を中心に掲載しました。詳細は、協会ホームページおよび「Faxメール通信」

をご参照下さい。 

８月  ２０日（日）八丈島JAZZフェスティバル２０１７  ２６日（土）CHAMPION SELECTOR spin out in 八丈島 

２６日（土）～２７日（日） 自然っ子クラブキャンプ 

９月  ４日（月）第７３回八丈島民大学講座１日目       ６日（水）第７３回八丈島民大学講座２日目 

２３日（土）～２４日（日）小原流八丈支部みんなの花展 

１０月 ７日（土）子ども招待公演「人形劇ルドルフとイッパイアッテナ」 



2017.7.8 第５回 芸能文化祭 －糸のようにつながれて－ 
 

 

 

 

７月８日、第５回八丈島芸能文化祭が開催されました。今回は「糸のように

つながれて」ということで、養蚕から黄八丈の染め・織りという流れをテーマ

に、３人の語り部で進行しました。来場者数266人、出演者数7団体約80人、

スタッフ20名でした。 

今回も多くの方々に参加していただき、文化祭を行うことができました。前

回の文化祭から、島民のみで出演、制作を手掛け、島民による島民の為の舞台 

が出来上がりました。会を重ねるごとに舞台技術者、演者の技術向上も見られ、 

 

 

 

フラメンコサークル、中之郷盆踊り有志の会、 

Melete、加茂川会、伊勢崎唯＆山下栄進。司 

会は、笹本、宮城、内山の３女性。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

より表現の幅が拡がってきていることも舞台を通して感じとれます。そして、 

この舞台を通して、島民同士の繋がりが深まっていくことを願っています。 

協力していただきました多くの方々に感謝を申し上げます。 

 参加団体は、樫立盆踊り保存会、声楽アンサンブルConAnima、大賀郷婦人会、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月～１０月のイベント（協会主催・後援・加盟団体主催等） 

 

第 ７３ 回 八 丈 島 民 大 学 講 座  ９/４・６ 
 

 第１日目 ９月４日（月）午後７時30分～９時 

「憲法と私たち」  木村草太 首都大学東京教授（憲法学）  

 この講座では、憲法とはどのようなものか、を説明し、身近な問題から、国際的スケールの問題まで、憲法をどう使うか、と

いうことを講義させていただきます。 

 

第２日目  ９月６日（水）午後７時30分～９時 

「『ヒアリ』に学ぶ、離島における外来種問題」 可知直毅 首都大学東京教授（環境生態学）  

 島の生態系は、外来種に対して脆弱なため、特別な配慮が必要です。小笠原で実施されている外来種対策とその課題について

解説します。さらに、最近内地で相次いで確認されたヒアリの侵入に対する対応を紹介し、離島における外来種対策のあり方に

ついて考えます。 

 

会場：七島信用組合八丈島支店 ２階ホール   受講無料 

主催：八丈島文化協会・首都大学東京   後援：八丈町教育委員会   協賛：七島信用組合  

 

きむら・そうた先生は、１９８０年、横浜市生まれ。東京大学法学部卒業、同助手を経て、現在、首都大学東京法学系教授。憲法学専攻。主な

著書に、『憲法の急所』（羽鳥書店）、『憲法の創造力』（ＮＨＫ出版新書）、『テレビが伝えない憲法の話』（ＰＨＰ新書）、『憲法という希望』（講

談社現代新書）。共著に『未完の憲法』（奥平康弘氏との共著、潮出版社）など。テレビ朝日「報道ステーション」で解説者。 

 

かち・なおき先生は、1978 年東京大学大学院で修士（植物学）、1983 年理学博士。植物生態学・保全生態学・島嶼生態学が専門。小笠原を主

なフィールドとして外来種駆除が島嶼生態系に与える影響について、また小笠原の植物を中心とした保全生態学・草本植物の個体群動態と生活

史・窒素固定植物の生理生態学を研究。 

八丈島自然っ子クラブ 八丈小島体験事業終わる 
 

実施日：平成２９年７月２３日（日）。 参加者数：こども３２、保護者１９、スタッフ１９ 合計７０人 

夏休み最初の日曜日だった７月２３日、自然っ子クラブ毎年恒例の八丈小島上陸体験ツアーに行ってきました。 

朝８時に八重根漁港集合。諸注意のあと２艘の漁船に分かれて乗り込み、さっそく出航。絶好の天気で風も弱く

穏やかな海原を小島へ。船上から宇津木集落跡や崩落の続く断崖を観察し、３０分程で鳥打に到着。船の舳先か

ら岩場に飛び降りて上陸しました。 

 上陸後は、まず鳥打集落跡の散策。小島の歴史やアホウドリの繁殖、ノヤギ駆除の話などを聞きながら、旧鳥

打小中学校まで往復しました。 

 船着き場に戻るといよいよ海遊び。歓声とともに足の届かない深い海へ子ども達が次々飛び込みます。高さ１

０ｍ近い岩場から見事なジャンプを披露した女の子も。 

 続いてお昼の食材探し。皆で潮の引いた磯へ行ってカメノテをたくさん収獲し、磯もの汁を作って食べました。 

 午後からも引き続き海遊び。３時の迎えの船の時間まで思う存分遊ぶことができました。短い時間でしたが、

小島の豊かな自然と、かつてここで人々が暮らしていた歴史を感じることができ、良い思い出となったものと思

います。 

 最後に、渡船を 

出してくれた優宝 

丸の文則さん、そ 

して今年から船代 

を補助してくれた 

八丈島文化協会に 

感謝いたします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


